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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月17日(2021.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の構造を有する式（Ｉ）の化合物又はその薬学的に許容される塩であって、
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【化１】

　式中、
　Ｒ１Ａは、フルオロ、シアノ、アジド、置換されていないＣ２～４アルケニル、置換さ
れていないＣ２～４アルキニル、置換されていないＣ１～４アルコキシ、置換されていな
いＣ１～４アルキル、及び置換されたＣ１～４アルキルからなる群から選択され、前記置
換されたＣ１～４アルキルは、フルオロ及びクロロから選択される１つ以上の置換基で置
換されており、
　Ｒ４Ａは、フルオロ、シアノ、アジド、置換されていないＣ２～４アルケニル、置換さ
れていないＣ２～４アルキニル、置換されていないＣ１～４アルコキシ、置換されていな
いＣ１～４アルキル、及び置換されたＣ１～４アルキルからなる群から選択され、前記置
換されたＣ１～４アルキルは、フルオロ及びクロロから選択される１つ以上の置換基で置
換されており、
　Ｒ２Ａ、Ｒ３Ａ、Ｒａ１及びＲａ２は、それぞれ独立して、水素又は重水素であり、
　Ｒ５Ａは、水素、任意置換されたアシル、任意置換されたＯ－結合型アミノ酸、

【化２】

　からなる群から選択され、
　Ｒ６Ａ、Ｒ７Ａ、及びＲ８Ａは、独立して、存在しない、水素、任意置換されたＣ１～

２４アルキル、任意置換されたＣ３～２４アルケニル、任意置換されたＣ３～２４アルキ
ニル、任意置換されたＣ３～６シクロアルキル、任意置換されたＣ３～６シクロアルケニ
ル、任意置換されたアリール、任意置換されたヘテロアリール、任意置換されたアリール
（Ｃ１～６アルキル）、任意置換された＊－（ＣＲ１５ＡＲ１６Ａ）ｐ－Ｏ－Ｃ１～２４

アルキル、任意置換された＊－（ＣＲ１７ＡＲ１８Ａ）ｑ－Ｏ－Ｃ１～２４アルケニル、
【化３】

　からなる群から選択されるか、又は
　Ｒ６Ａは、
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【化４】

　であり、かつＲ７Ａは、存在しないか若しくは水素であるか、又は
　Ｒ６Ａ及びＲ７Ａは、一緒になって、任意置換された
【化５】

　及び任意置換された
【化６】

　からなる群から選択される部分を形成し、Ｒ６Ａ及びＲ７Ａに結合した酸素、リン、及
び前記部分は、６員～１０員の環系を形成し、
　Ｒ９Ａは、独立して、任意置換されたＣ１～２４アルキル、任意置換されたＣ２～２４

アルケニル、任意置換されたＣ２～２４アルキニル、任意置換されたＣ３～６シクロアル
キル、任意置換されたＣ３～６シクロアルケニル、ＮＲ３０ＡＲ３１Ａ、任意置換された
Ｎ－結合型アミノ酸、及び任意置換されたＮ－結合型アミノ酸エステル誘導体からなる群
から選択され、
　Ｒ１０Ａ及びＲ１１Ａは、独立して、任意置換されたＮ－結合型アミノ酸又は任意置換
されたＮ－結合型アミノ酸エステル誘導体であり、
　Ｒ１２Ａ、Ｒ１３Ａ、及びＲ１４Ａは、独立して、存在しないか又は水素であり、
　各Ｒ１５Ａ、各Ｒ１６Ａ、各Ｒ１７Ａ、及び各Ｒ１８Ａは、独立して、水素、任意置換
されたＣ１～２４アルキル、又はアルコキシであり、
　Ｒ１９Ａ、Ｒ２０Ａ、Ｒ２２Ａ、及びＲ２３Ａは、独立して、水素、任意置換されたＣ

１～２４アルキル、及び任意置換されたアリールからなる群から選択され、
　Ｒ２１Ａ及びＲ２４Ａは、独立して、水素、任意置換されたＣ１～２４アルキル、任意
置換されたアリール、任意置換された－Ｏ－Ｃ１～２４アルキル、任意置換された－Ｏ－
アリール、任意置換された－Ｏ－ヘテロアリール、任意置換された－Ｏ－単環式ヘテロシ
クリル、及び

【化７】

　からなる群から選択され、
　Ｒ２５Ａ及びＲ２９Ａは、独立して、水素、任意置換されたＣ１～２４アルキル、及び
任意置換されたアリールからなる群から選択され、
　Ｒ２６Ａ及びＲ２７Ａは、独立して、－Ｃ≡Ｎであるか、又はＣ２～８オルガニルカル
ボニル、Ｃ２～８アルコキシカルボニル、及びＣ２～８オルガニルアミノカルボニルから
なる群から選択される任意置換された置換基であり、
　Ｒ２８Ａは、水素、任意置換されたＣ１～２４アルキル、任意置換されたＣ２～２４ア
ルケニル、任意置換されたＣ２～２４アルキニル、任意置換されたＣ３～６シクロアルキ
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ル、及び任意置換されたＣ３～６シクロアルケニルからなる群から選択され、
　Ｒ３０Ａ及びＲ３１Ａは、独立して、水素、任意置換されたＣ１～２４アルキル、任意
置換されたＣ２～２４アルケニル、任意置換されたＣ２～２４アルキニル、任意置換され
たＣ３～６シクロアルキル、及び任意置換されたＣ３～６シクロアルケニルからなる群か
ら選択され、
　ｍ及びｔは、独立して、０又は１であり、
　ｐ及びｑは、独立して、１、２、及び３からなる群から選択され、
　ｒは、１又は２であり、
　ｓは、０、１、２、又は３であり、
　ｕは、１又は２であり、Ｚ１Ａ、Ｚ２Ａ、Ｚ３Ａ、及びＺ４Ａは、独立して、Ｏ又はＳ
である、化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　Ｒ１Ａがシアノである、請求項１に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項３】
　Ｒ４Ａが、フルオロ、シアノ、アジド、及び置換されていないＣ１～４アルキルからな
る群から選択される、請求項１又は２に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
　Ｒ４Ａが前記置換されたＣ１～４アルキルである、請求項３に記載の化合物又はその薬
学的に許容される塩。
【請求項５】
　前記置換されたＣ１～４アルキルが、－（ＣＨ２）１－４Ｃｌ、－（ＣＨ２）１－４Ｆ
及び－ＣＨＦ２からなる群から選択される、請求項４に記載の化合物又はその薬学的に許
容される塩。
【請求項６】
　前記置換されたＣ１～４アルキルが、クロロメチル、フルオロメチル、及びジフルオロ
メチルからなる群から選択される、請求項５に記載の化合物又はその薬学的に許容される
塩。
【請求項７】
　Ｒ５Ａが水素である、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許
容される塩。
【請求項８】
　Ｒ５Ａが
【化８】

　である、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項９】
　Ｒ６Ａ及びＲ７Ａが水素である、請求項８に記載の化合物又はその薬学的に許容される
塩。
【請求項１０】
　Ｒ６Ａが
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【化９】

　である、請求項８に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項１１】
　Ｒ１２Ａ、Ｒ１３Ａ、及びＲ１４Ａが水素である、請求項１０に記載の化合物又はその
薬学的に許容される塩。
【請求項１２】
　Ｚ１ＡがＯである、請求項８～１１のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許
容される塩。
【請求項１３】
　Ｒ５Ａが
【化１０】

　である、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項１４】
　Ｒ８Ａが、前記任意置換されたアリールであり、Ｒ９Ａが、前記任意置換されたＮ－結
合型アミノ酸又は前記任意置換されたＮ－結合型アミノ酸エステル誘導体である、請求項
１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｚ２ＡがＯである、請求項１３又は１４に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩
。
【請求項１６】
　前記式（Ｉ）の化合物が、
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【化１１】

　又はそれらのうちのいずれかの薬学的に許容される塩からなる群から選択される、請求
項１に記載の化合物。
【請求項１７】
　有効量の請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩
と、薬学的に許容される担体、希釈剤、賦形剤、又はこれらの組み合わせと、を含む、医
薬組成物。
【請求項１８】
　ピコルナウイルス科ウイルス感染症、フラビウイルス科ウイルス感染症、フィロウイル
ス科ウイルス感染症、ニューモウイルス科ウイルス感染症、又はコロナウイルス科ウイル
ス感染症を寛解させる又は治療するための医薬の調製における、有効量の請求項１～１６
のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩の使用。
【請求項１９】
　前記ピコルナウイルス科ウイルス感染症が、ライノウイルス感染症である、請求項１８
に記載の使用。
【請求項２０】
　前記フラビウイルス科ウイルス感染症が、デング熱ウイルス感染症又はヘパシウイルス
感染症である、請求項１８に記載の使用。
【請求項２１】
　前記フィロウイルス科ウイルス感染症が、エボラウイルス感染症である、請求項１８に
記載の使用。
【請求項２２】
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　前記ニューモウイルス科ウイルス感染症が、ヒト呼吸器合胞体ウイルス（ＨＲＳＶ）感
染症である、請求項１８に記載の使用。
【請求項２３】
　前記コロナウイルス科ウイルス感染症が、ヒトα－コロナウイルス又はβ－コロナウイ
ルスウイルス感染症である、請求項１８に記載の使用。
【請求項２４】
　以下の構造を有する式（Ｉａ２）の化合物又はその薬学的に許容される塩であって、
【化１２】

　式中、
　Ｒ４Ａは、フルオロ、シアノ、アジド、並びにフルオロ及びクロロから選択される１つ
以上の置換基で置換されたＣ１～４アルキルからなる群から選択され、
　Ｒ５Ａは、水素、
【化１３】

　であり、
　Ｒ９Ａは、
【化１４】

　であり、
　Ｒ３３Ａは、Ｃ１～６アルキルである、化合物又はその薬学的に許容される塩。
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